２００７年度京都南部地区西ブロック短期計画評価
1、 教会共同体のメンバーが、時宜に適った福音宣教の「証し」になるように、お互いに信仰の意識付けを変えていける勇気を持つ共同体となる。
①　分かち合いを充実させること。

（評価）しっかりと準備をし、テーマを定めたみことばの分かち合いでは、充実した分かち合いが体験できた。分かち合い司会者の裾野を広げるべく、司会者のための勉強会を開催したことで、分かち合いがより身近になってきた。

（課題）このように習慣としての分かち合いが定着しつつある一方、テーマが難しい、わかりづらいとの印象から、分かち合いが、信仰を高める、共同体としての人格的交流の手段として生かしきれていない信徒がいることも否めない。

2 奉仕職の充実。

（評価）典礼部分においてブロック内の交流を深め、相互に協力できる体制が芽生えつつある。

（集会司式者・聖体奉仕者勉強会、ブロック典礼部会で情報の共有）

ブロック内で集会司式者・聖体奉仕者の勉強会を毎年開催し、情報の共有とコミュニケーションの形成から集会司式者のブロック内ローテーションが実現し、西ブロックが共同宣教司牧を実践できていると実感できた。

　日曜学校の担当者、入門講座教理担当協力者などの奉仕においても、事前に準備することにより、担当者自身がさらに養成されていることを実感できた。
（課題）

· 聖体奉仕者も含め限られたメンバーに頼っている部分もあり、新たなメンバーの増強が必要である。

· 各講座への参加は奉仕職を担うための準備として有効な手段であるが、講座によっては参加者が少ない、また参加者が固定されていると感じることがある。

· 日曜学校の担当者、入門講座教理担当協力者などの奉仕においても、事前に準備することにより、担当者自身がさらに養成されていることを実感できた。

２、各自が「生き生き」とした信仰に生きるために、共同体全体で「祈り」「受け止めあって」新しい福音的な情熱と方法を探究する共同体となる。

1 ミサを中心とする典礼やともに祈ることを大切にする共同体。

・部会・その他のグループによる話し合いの場において、それぞれの意見をお互いの賜物の現れとして受け止め影響しあっている。また、共同体でともに祈ることにより、ミサに向かう心を培っている。

2 安心して自分自身を表現出来る共同体。

（評価）分かち合いによりお互いの信頼感が増し、自己開示できる共同体へと変化してきている。また、自己開示することで自分を客観視して共同体の福音的メンバーへと育成されていっている。

(課題)分かち合いを通して、ある程度安心して自分自身を表現できるようになってきていると思われるが、まだまだ自分の弱さを認め、苦しく弱いときほど共同体のメンバーとしてその弱さを分かち合うというところまでは達していない。
3 ブロックの行事を識別する共同体。

（評価）ブロック行事を開催するにあたり、何が大切かを、評議会にはかり、常に検討しながら実施している。

（課題）開催担当教会以外の信徒の参加が限られている。信徒それぞれが自分の信仰を表現するための場所であることに気づくように共同体のメンバーに行事開催の目的、ねらいを明確にし、ただ単に行事・イベントとしてのイメージで終わらせないような工夫が必要である。
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